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Chapter1　映画誕生～エジソン・リュミエールからメリエスへ～
1.‘映画’という言葉

日本語「活動写真」「映画」/英語motion picture, firm/仏語cinematogaphe,cinema/中国語「電影」

2.映画の誕生を用意したもの

1 連続運動の提示（少しずつ違った絵を交代して示すと、動く絵として見える仕掛け＝玩具）

2 写真の技術

3 投影の技術（一人で覗きこむ仕組みではなく、大勢で観ることができることが重要という考え）

　＝これらが組み合わせた装置とすることで映画が出来た＝時代の産物であった。（それを人間は古代から潜在的に欲していたとも言えるし、映画を受け入れる大衆がいたということも重要な要素だ。）
[参考上映]フィルム・ビフォー・フィルム 「Film before film」(1985年作品)

  監督：ヴェルナー・ケネス　撮影：ベルトン・ウブンモーア

　映画が発明されるはるか以前から、「動く絵」（映画）の歴史ははじまっていた。この作品は、ドイツを代表する実験映画作家であり、映画前史の研究家、そして、コレクターの第一人者である、ヴェルナー・ケネスが、自らのコレクションを紹介しながら、紀元前５世紀にまで遡る光と動く絵についてのさまざまな装置をみていくことで、当時の人々の想像力をかきたてた不思議な映像体験を追ったものである。映画の誕生を用意したものはなにか、それを求めた人々の願望とはなんであったかを考えていく
4.映画の’発明者’たち

映画の発明者として、発明王エジソンの名前があがることがある。彼は、1891年に、キネトスコープ　　　　　　　　　　　という、一人が「のぞき眼鏡式」に動画を見る仕組みを発表した。しかし、1895年12月28日、パリ・キャピュシーヌ大通りグランカフェ「インドの間」にて、リュミエール兄弟による「シネマトグラフ」が、大きなスクリーンに拡大投影し、同時に多くの観衆にたいして興行することで成功をおさめた。この「拡大投影を可能とした間欠運動装置」と、それによる「興行的成功」をもって、映画の誕生とする言い方が現在では一般的である。とはいえ、映画は、それ以前からの人々の映像にたいするさまざまな欲求の発現が、組み合わされていくなかで形を現してきたものであり、誰か特定個人の発明になるものとは言いがたいものである。

1832年　ジョゼフ・アントワーヌ・フェルナンデス・プラトー　「フェナキスコープ」発明

1834年　ウィリアム・ジョージ・ホーナー　「ゾーアトロープ」発明→商品化1867年

1850年代　ウィリアム・ランゲンハイム　物語風幻灯スライドの上映

1887年　マレー　「クロノフォトグラフィー」

1889年　アンシュッツ　「電気式シュネルゼーアー」制作

ウィリアム･フリーズ＝グリーンが撮影機で特許取得　（→1891年投獄　1922年没）

ルイ・エーメ・オーギュスタン・ル＝プランス　パリで映画撮影

1891年　エジソンが「キネトスコープ」　を発明　
1892年　スクラダノフスキー兄弟（マックス＆エミール・スクダラノフスキー）　ビオスコープ公開

1893年　「電気式シュネルゼーアー」　シカゴ万国博で展示

1895年　ジーン・エーメ・リ＝ロイ　　シネマトグラフの興業　

1895年　リュミエール兄弟による「シネマトグラフ」の興行（オーギュスト・マリ・ルイ・ニコラ・リュミエール＆ルイ・ジャン・リュミエール）

（2月13日　映写式キネトスコープとして特許獲得　3月22日　「工場の出口」をパリで公開　

12月28日　パリ・キャピュシーヌ大通りグランカフェ　インドの間にて一般人に有料で興業）

5.映画のもたらした驚き

「シネマトグラフの印象はあまりにも異常で、複雑だ。それはまるで黄泉の国であった。すべては奇妙な沈黙のなかで進行する。馬車の轍の響きも、足音も会話も聞こえてこない。人の微笑みには音がない。一人の少年が登場しホースの上を歩く。庭師は少年を追いかけ折檻する。でも、なにも聞こえない。私は今のところ、リュミエール兄弟のこの発明を賞讃はしないが、その重要性は認識している。きっと、人間の生活と精神に影響を及ぼすであろうことを。」（マキシム・ゴーリキーの手記）
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1.　リュミエールの映画

リュミエールのカメラには、長さ17メートルのフィルムしか装填できなかった。クランクを１回転すると8コマ、１秒間に２回転１６コマずつ廻しながら撮影した。パン棒などなく、カメラワークの余地はなかった。１分足らずでフィルムがなくなる。その間の固定したフレームのなかで、例えば工場の門が開き、労働者たちが出て行き、門が閉じるというように、「お話し」が完結する必要があった。リュミエール映画には、自然な動きを撮ったものもあるが、１分間の固定した枠の中での「お芝居」が見られるものもかなりある。

2.　メリエスの映画

1895年12月28日、リュミエール兄弟による最初の映画興行の観客のなかに、奇術師ジョルジュ・メリエスがいた。メリエスは映画に見世物のとしての将来性を感じ、その場で器械の譲渡を申し出たが断わられてしまう。彼はやむを得ず、他の人が別方式で開発中だった撮影機・映写機を買い取り、これを完成させる。その器械で撮影した映画は奇術の舞台の合間に上映されたが、好評のために次第に比重を増し、メリエスは映画製作にのめりこんでいく。

トリック映画：　始めはパリの風景を実写したいたところ、不具合で撮影を一時中断し、その後、撮影を続けた。現像した映像をみたところ、中断箇所で突如、男が女に変っていた。これにヒントを得たメリエスは、以後トリック映画の製作に熱中する。メリエスは背景の絵を描き、演出し、主役を演じ、ときにカメラを廻した。
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	『月世界旅行』（1903）：　元祖ＳＦＸ映画ともいうべきもの。この映画では１ショットが舞台の１シーンに相当している。ひとつひとつの場面それぞれがあるエピソードを語っており、それが集まってひとつの物語が作られているというかたちで複雑なストーリーを映画で表現した。現在の映画と違い、この場面はいくつかのショットに分割・構成されているわけではない。各ショットは長い。カメラは客席中央から舞台を見る観客のように各場面を表す背景の幕に正対して固定され、パンなどのカメラワークはまだ見られない。俳優はフレームのなかを左右に動き、前後の動きはあまりない。が、メリエスらしいトリック映像があちこちにある。リュミエール・フィルムと違ってこれには編集があるが、場面ごとのショットをつないだだけで、ショットのなかから必要な部分を抜き出す「カット」の意識はまだ見られない。




3.　ポーター（1870-1941）の映画

エドウィン・ポーターは、エディソンがつくった映画製作会社のカメラマンだった。彼は同じころ、メリエスとは違うかたちでストーリーを持つ映画を作り始めていた。

『アメリカの消防士生活』（1902）：　ポーターはエディソンの旧いフィルムのなかから見つけた消防署の活動の多くの映像を軸に、燃える火の中にいる母子が危ういところを消防士に助け出されるという筋書きを考えて撮影したという。Ｋ．ライツはその点を次のように評価している。

「それは、ひとつのショットの意味にというのは必ずしもそのショットの中に閉じこもっているのではなく、―他のショットにつながててやることによって意味が修正されうるということを意味していたのである。（K.ライツほか『映画編集の理論と実際　上』p.6）」

『大列車強盗』（1903）：　いくつかの新しい手法が提示されている。演技には、画面の奥から手前へといった縦の動きが見られる点、馬に乗る強盗団が丘の斜面を降りるところをカメラがフォローしている点、場面転換が、去っていく強盗団―縛られている通信士―踊っている人々、というように、平行して起こっている出来事の間で行われている点、クローズ･アップなど。

4.　グリフィス（1875-1948）の映画

アメリカ南部の出身で、生涯に450本もの映画をつくったD.グリフィスは、自らを映画の基本的技法の創始者だと主張した。これに対しては、ポーターの技法を発展させただけだとの異論もあるが、少なくともそれをフルに発展させたことは確かだろう。

「―じょじょに、彼はカメラを俳優に近づけ、その結果、1912年には、―中程度のクローズ・アップで撮るようになり、舞台劇の感覚をすっかり排除している。また、一巻もののフィルムのショットを増やし、―十分ものの映画が100以上の別のショットから作られるようになった。彼は、カメラの位置を決めるというカメラマンの仕事を自分でやるようになり、-それぞれのショットの構成と動きのつながりはより慎重に選ばれ、美的な意味を持つものになった。（R.スクラー『アメリカ映画の文化史』上　ｐ.125）」

『国民の創生』（1915）：　南北戦争を描いたこの映画は、KKKの活動を賛美し、黒人を差別している点で非難をあびている。が、技法の上では見るべきものもあった。

リンカーンの暗殺シーンを見てみる。主人公の男女が大統領も出席するはずの祝賀特別公演に出かける。リンカーンは護衛が舞台を見ているスキに暗殺に狙撃される。登場するのは、①主人公の男女　②舞台の俳優たち　③一般の観客　④リンカーン大統領夫妻　⑤護衛　⑥暗殺者　という６組である。それぞれが時間の推移のなかでどう行動するかを、グリフィスはカットを重ねて描いていく。中心となる④大統領+⑤護衛と、⑥暗殺者の行動は、①②などの動きを見せるショットでしばしば中断されるが、あらかじめ「エスタブリッシュ・ショット」で全体の状況を紹介してあるため、流れが切れるという感じはなく、むしろサスペンスを強める効果をあげている。このようにグリフィスは、きわめて複雑な構造のドラマを計算された撮影と編集によって、破綻なく見せることに成功したのである。

『イントレランス』（1916）：　『国民の創生』への非難を意識した「不寛容」を意味する野心作。現代アメリカの物語と古代バビロンの崩壊、キリストの磔刑、16世紀パリでの清教徒大虐殺、の４つのエピソードが、時間・空間を越えて交錯する。ここでは、「回想」を表現するのに「フラッシュ・バック」が用いられた。

製作のやり方も大きく変った。K．ライツは次のように指摘する。

「以前なら大変な苦労をしなければ記録できなかった様々なシーンが、いまや場面設定の容易な幾つかのショットから合成されうるようになった。大規模な戦闘シーン、人命にかかわる事故、身の毛のよだつ追跡―これら全てが今や適切な編集を用いることで観客に伝えられるものとなったのだ。（K.ライツほか『映画編集の理論と実際　上』p.19）」
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